






要約:新生児 14 例を対象とし、肺組織内 Cu,Zn-SOD 活性と GSH-Px 活性を測定した。両酵素

とも昨年の本研究班において報告した胎児肺と新生児肺とは有意な差が認められないこと

から、出生に伴い急激な酸素分圧の上昇を経験するにも関わらず、ヒトの肺においては、

これらの酸素は基質誘導されないものと考えられる。 
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